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赤崎最終処分場を巡っては、いぜん膠着状態が続いています。 

ところで、９月５日ＲＣＣ「イマナマ!」「ごみはどこから？ 広島県だけじゃない」の放

送を見て驚かれた方も多いのではないでしょうか。その中で上安最終処分場（安佐動物公

園近く）に多量の野積みされたゴミが風で巻き上がっている映像が紹介されていました。

飛散したとみられる「春日井市」と明記されたゴミ袋が、近くの山林で見つかりました。

春日井市とは愛知県春日井市のことで、そのゴミ袋は市指定の「家庭用燃やせるゴミ袋」

とのことでした。この上安最終処分場には、東は茨城県から西は福岡県までの、２３都府県

からのゴミが搬入されているそうです。 

ではなぜ、高い輸送費を払って広島県まで搬送し埋め立てるのでしょうか。和歌山県、

香川県、宮崎県他多くは、条例や要綱で県外からの産廃搬入を「原則禁止」しています。

しかし広島県はそんな条例はなく、全国の産廃業者にしてみれば、産廃を持ち込みやすい

環境が整っているのかもしれません。 

三原・竹原市民による産廃問題を考える会共同代表・岡田和

樹氏は「産廃業者に対して県行政が非常に甘い対応の仕方」を

していることを指摘・追及しています。それは本郷処分場の水

質汚染を巡って、産廃業者は県から４回行政指導され３回搬入

ストップに至っても、県は根本原因を解明することなく、水質

が回復すれば搬入を許可してきた経緯があるからです。 

ＲＣＣの環境省への取材によると、「広島県の安定型最終処分

場の設置件数は５５件で、全国で３番目に多い」とのこと。とこ

ろがあとどれくらい埋め立てられるか（残存容量）でいうと、

「全国で約６６００万㎥、最も多い都道府県は広島県で約８６０万㎥」だそうです。何とその割

合は「全国の約１３％(全国１位)」。処分場の件数が３倍ほどある北海道より圧倒的に多い

のです。 

この現実を、どれほどの県民が認識しているのでしょうか。「ゴミがゴミを呼ぶ」という

恐ろしい負のサイクルの渦中に広島県があり、上安処分場・本郷処分場、そして赤崎処分

場(予定)があるのです。また、その他多くの処分場が、住民の不安をよそに稼働されている

のも現実です。その負のサイクルの中で利益を追求するという、産廃業者の「ビジネスモ

デル」が見てとれます。できることから行動しましょう。 
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全国有数の「ゴミ埋立て県」が広島県 

～ 県内どこでも汚染問題が深刻化!? ～ 
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★広島県 55

設置件数（件）

★広島県 863
宮崎県 556
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８月２３日、「あきつの福祉をすすめる会」が主

催し、東広島市・東広島市社会福祉協議会が共催

する「第１５回 あきつふれあい夏まつり」が安芸

津Ｂ＆Ｇ海洋センター内で開催されました。木谷

からは木谷小蛟龍太鼓が出演し、地区社協蛟龍

から３グループと木谷小ＰＴＡが出店しました。 

“福祉の縁日”をコンセプトにしたこの催しに、

約２５００人（主催者発表）が来場。各出店ブースの賑わいや発表演目を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木谷の人口（住民基本台帳） 世帯数 人口 男 女 

令和 7 年(2025) 8 月末現在 664 1369 669 700 

令和 6 年(2024) 8 月末との比較 －13 －40 －14 －26 

 

 

 

    

 

部会活動紹介

8/2 「友愛訪問」で熱中症予防を啓発 

この夏も熱中症予防が重要課題に。啓発

と見守りを兼ね、３０９名の高齢者に「塩と黒

糖のタブレット」とお茶が届けられました。 

＜区長・木谷自治協・木谷地区社協 蛟龍＞ 

 

7/31 日本赤十字社から感謝状 

長年献血活動に貢献された木谷公衆

衛生推進協議会会長の有田久好さん

に、日本赤十字社の湯崎英彦広島県支

部長から感謝状が手渡されました。 

あきつふれあい夏まつりに参加 
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平成２１年４月から運行が開始された

「海風バス」は、町内３路線を走る地域

公共交通として運用されています。乗車

は１回あたり３００円(小人１５０円)で利用

できます。なお高齢者割引乗車券(１０枚

綴り２０００円)を車内で購入できます。 

 木谷便は、停留所も追加され、県病院

への通院や買い物など、日常の移動がと

ても便利になりました。また、郷や赤崎

地域ではフリー乗降区間があり、どこで

も手を挙げれば乗降できます。 

しかし現状では、利用者の低迷が課題

となっています。（木谷便では、１便あた

りの平均利用者数は約１.３人）。 

市としては交通弱者対策の公共交通

であることから、なくすことはできない

と考えているそうですが、公共交通の存

続のためには、より多くの利用が望まれ

ます。まずは、皆さんも利用されてみる

ことをお勧めします。 

 

海風バス あなたも利用してみませんか 
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朝夕ずいぶんと暗くなり始めました。 

 


